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1．はじめに 

近年、卓球では日本人選手の活躍によってテレビ放

送も増加し、T リーグ[1]も今年で 3 年目を迎える。卓

球の動画もネットに多数あふれており、多くの卓球フ

ァンが存在している。卓球の魅力の一つは、技術の多

様性であり、技術や戦術に関する様々なノウハウや考

え方が存在している。しかし、これまで卓球に関する

データ化と分析化が遅れているため、これらの考え方

には、データに基づく裏付けが十分でないものも多く

あると考えられる。 

卓球の技術の中でサーブとレシーブは、卓球の得点

を決定する最も大きな要因といわれている。しかしサ

ーブとレシーブが、どのようにしてどの程度得点や勝

敗に結び付くのかを定量的に探る試みは、データが十

分得られないために、多くは行われてこなかった。 

ここでは、サーブ・レシーブと得点との関連をさぐ

るために、今回提供された T リーグ女子のデータを用

いて、特にサーブとレシーブの組み合わせ毎の検討を

行った。各技術の使用率や得点率が、この組み合わせ

毎にどう変わるかを検討することで、何が各技術の使

用や得点に関係しているかを明らかにすることを目標

とした。 

 

2．方法 

2.1 外部データを加えた全試合集約情報ファイルの構

築 

１）データの収集 

提供されたデータは、以下の①～③である。 

①各対戦に関する情報 

日付や選手名、動画の格納フオルダー名、動画リン

ク情報などを 1 行に格納し、全 187 試合の情報を格納

したファイル。 

②対戦毎のプレーの情報 

プレー毎の情報を 1 行に格納したファイル。1 行に

は、選手名、サーバー側、サーブタイプ、レシーブタ

イプ、プレー時間、ラケット面、打球回数、サーブコ

ース、レシーブコース、スコアなどが格納されている。 

③各対戦の動画 

ここでは、上記のデータ以外に、以下に示す選手に

関する情報も収集した。 

④各チームの選手に関する情報 

②の情報から選手の名前を抽出し（シングルス 38 名、

ダブルス専任が 2 名であった。）、その名前をキーとし

て、今期の T リーグ各チームのサイトなどから、選手

の所属、世界ランク、利き腕、戦型、ラケットラバー

情報、年齢などの情報を取得した。T リーグのサイト

には今期の選手しかのっていないので、今季参加して

いない選手については、昨年の T リーグに関する情報

をネットサイトより検索して取得した。 

２）全試合集約情報ファイルの構築 

①と②の情報に、④を加

えて、さらに各プレーの行

が、そのプレーが含まれる試

合の情報を含むように列を

増やした形のデータ構造を

とした。すなわち、ある行が

選ばれた際に、その行に関す

る情報が全て分かるように

した。表 1 に追加した情報を

示す。シングルスとダブルス

で異なった意味の列もあっ

たが、共通の列で表示できる

ようにした。 

 

３）選手ごとのデータファイルの構築 

以下の手順で、全試合集約情報データベースから選

手毎の情報を抽出してファイルとして出力した。 

① 全試合集約情報データベースから、各選手が試合

の中で行った各サーブに対するレシーブの回数（side

に対して stop を行うなどの情報）を取得した。 

② ①で取得した情報からそれらの使用率、得点率な

どの統計情報を導いた。 

③ これらの手順で求めた情報 172 項目をファイルと

して出力した。 

 

4）試合状況推移の可視化画像の作成 

 試合の流れの中でどのようなサーブ・レシーブが

使われているのかを、動画をみることなく一瞥してみ

ることができる方法があれば、選手のサーブ・レシー

ブの傾向を把握するために大変有用である。そこで、

両選手の得点の変化をグラフで表示し、その上に各選

手のサーブとレシーブの種類をラベル表示する仕組み

を考案した。図１に赤絵選手と出沢選手の対戦を可視

化した例を示す。図２には試合の全体像を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 試合状況推移の可視化画像 

 

 

 

 

図２ 試合の全体像の表示 

変数名 変数の意味

Nc 1日のうちの何試合目か

Ng 1試合のうちの何ゲーム目か

Ni チームでの試合のうち何試合目なのか

Nm 全試合のうちの何試合目か

Np 1試合のうちの何プレイ目か

P1 サービスから始まるプレイヤー名

P2 レシーブから始まるプレイヤー名

SD シングルスかダブルスか

P1C P1の所属チーム

P2C P2の所属チーム

Point1 P1の得点

Point2 P2の得点

P1 LR P1の利き腕

P2 LR P2の利き腕

WP 試合に勝ったプレイヤーの番号

WP G ゲームをとったプレイヤーの番号

WT 団体戦に勝ったチーム

WT S 団体戦の最終スコア

Ns 1ゲームのうち何プレイ目か

表１ 追加した情報リスト  

 



 

色で識別した 2 本の線が両選手の得点の推移をあら

わす。斜めの線が得点をあらわし、水平な線が失点を

あらわす。サーブは灰色の三角のマークで、その向き

がサーブの種類を表している。レシーブは、丸のマー

クで色によってレシーブの種類を識別表示している。

得点と失点は、レシーブのマークを塗りつぶすか白抜

きにするかによっても識別表示している。 

これをみると、まず得点そのものがどのように推移

したのかがすぐにわかる上に、各種のサーブをどこで

出してそれに対してどのようなレシーブを返し、それ

が得点したのか、失点したのかを連続して追いかける

ことが可能になる。ここでは、統計的な分析で得られ

たサーブとレシーブに関する事項を、具体的な事例で

確認するために、いくつかの事例で本可視化画像上の

サーブとレシーブの推移の追跡を行った。 

 

2．結果と考察 

2,1 レシーブの使用率と得点率のプロファイル解析 

１）シングルスの選手のレシーブ使用率と得点率プロ

ファイル 

図４にレシーブ数 100 以上の 30 名についてのプロ

ファイルを示す。使用率の Push とドライブは一定以

上あることがわかるが、全体的にバラツキの幅が大き

いことがわかる。 

 

２）レシーブ使用率間相関係数行列 

次にレシーブ使用率間の相関を 30 名のデータを用

いて確認するため、

相関行列を計算した

(表２)。先ほど観察

された３つの相関の

うちドライブと

Stop については、

この分析では相関は

確認されない。表２

から確認される相関

は以下の通りであ

る。 

 

比較的強い正の相関 

   Chiquita－Stop  0.62 

比較的強い負の相関 

   Push－Stop  -0.45 

 Push－ドライブ  -0.57 

弱い正の相関 

   ドライブ－Flick  0.29 

   Chiquita－ミユータ 0.21 

弱い負の相関 

   Chiquita－Flick  -0.21 

 Chiquita－Push  -0.30 

 

３）選手の特徴間相関係数行列 

また、表３のように設定した選手の特徴を基に、選

手の特徴間における相関係数行列を計算した(表４)。 

 

 

表４から特徴が比較的読み取ることができるものを以

下に示す。 

 

正の相関 

・レシーブ-勝率間 (0.68) 

・サービス-勝率間 (0.83) 

・サービス-レシーブ間 (0.58) 

・利き腕-チーム間（0.40） 

負の相関 

・勝率-世界ランク間（-0.54） 

・サービス得点率-世界ランク間(-0.48） 

・チーム-勝率間（-0.42） 

 

このことから、サーブ・レシーブの得点率が高いと勝

率が高いことや世界ランクが高いと T リーグでの勝

率も高いことなどが確認できた。また、左利きの多い

チームは T リーグでの順位が高いこともわかった。 

 

４）レシーブ使用率プロファイルによる選手のクラス

タリング 

 レシーブ使用率プロファイル間の距離（ユークリッ

ド距離）に基づく階層的クラスタリングを行った。ク

ラスタリングは WARD 法で実施。クラスタリング結

果をヒートマップ表示したものを図４に示す。 
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図３ 各レシーブの使用率と得点率のプロファイル 

レシーブ数 100 以上の 30 名 
 

表２ レシーブ使用率間  

相関係数行列 

表３ 選手の特徴を表す値の設定  表４ 選手の特徴間相関係数行列  

図４ レシーブ使用率プロファイルによる 

   選手のクラスタリング 
 



この結果から得られた各クラスターの特徴を以下の表

５にまとめた。 

 

表５ レシーブ使用率から求めた各クラスターの特徴 

 

このように、各クラスターの特徴の分析からクラスタ

ーごとのプレイスタイルや勝率などの特徴をまとめる

ことができた。 

 

2．2 サーブの種類のレシーブ使用率への影響分析 

本データにおいては、サーブの種類は、不明を除き

3 種類【Side, (Side), Back】が判定されている。サー

ブの種類によって、レシーブの際のボールのバウンド

は大きく影響を受けるので、レシーバーが異なるサー

ブであると判断したら、レシーブを変更する場合が多

いと考えられる。 

そこでここでは、サーブのタイプの違いがレシーブ

にどう影響するかを知るために、サーブのタイプ毎

に、各レシーブの使用率の頻度分布を調べた。図７に

Flick 、Chiquita、Push について、図８に Stop、ド

ライブ、ミユータについて、全サーブ、Side、

(Side)、Back のサーブ毎の使用率のヒストグラムを

示した。 

 

１）全サーブに対するレシーブ分布の分類 

全サーブに対する各レシーブの分布の傾向をみると、

３つの種類に分かれることがわかる。 

 

①25%付近にピークを持つ山形の分布 

Push とドライブが対応する。これらは、卓球の基

本技術であり、誰もが使うレシーブ技術であることが

このような分布の原因になっていると考えられる。 

②0%にピークを持つ分布 

Chiquita とミユータが対応する。これらは、近年用

いられてきた技術であり、難易度が高いため、このよ

うな分布になっていると考えられる。 

③25%付近と 0%にピークを 2 つ持つ分布 

Stop と Flick が対応する。これらは、従来からある

基本技術であるが、難易度が少し高いため、2 つのピ

ークになっていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５  Flick 、Chiquita、Push（列方向）について、

全サーブ、Side、(Side)、Back（行方向）のサーブ毎

の使用率のヒストグラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ Stop、ドライブ、ミユータ（列方向）について、

全サーブ、Side、(Side)、Back（行方向）のサーブ毎

の使用率のヒストグラム 

 

２）サーブ種類ごとのレシーブ使用率の分布の特徴 

3 種類のサーブが、それぞれのレシーブの分布にど

のような影響を与えるかを以下に示す。なお使用者の

少ないミユータは除いて考察する。 

 

①Back サーブの影響 

Flick、Chiquita、Push、及びドライブでは、０％の

ピークが増大する。また、Stop では使用率の高い方向

に分布が大きく広がる。すなわち、Back サーブに対し

ては、ほとんどのレシーブが使用を敬遠され、Stop の

みが好んで用いられることがわかる。 

 

 

 

 

 

a) 全サーブに対するレシーブ使用率のヒストグラム

Chiquita－Stop 間の散布図 

b) サーブ種毎のレシーブ使用率のヒストグラム

Chiquita－Stop 間の散布図 
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図７  Flick 、Chiquita、Push（列方向）について、

全サーブ、Side、(Side)、Back（行方向）のサーブ毎

の得点率のヒストグラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ Stop、ドライブ、ミユータ（列方向）について、

全サーブ、Side、(Side)、Back（行方向）のサーブ毎

の得点率のヒストグラム 

 

②Side と(Side)サーブの影響の比較 

ここで、０％位置のピークが増え、分布の高い位置

でのピークが減少することから、分布がより低い方に

向かっている場合は、そのレシーブがしにくくなって

いるとみなせる。この場合を●、逆の場合を〇、変わ

らない場合を△と表示すると、図 7、図 8 から、レシ

ーブ分布への Side と(Side)の影響は以下のようになる。 

  Side (Side) 

1) Stop  ● ● タイプ１ 

2) ドライブ 〇 ● タイプ２ 

3) Flick  〇 ● タイプ２ 

4) Chiquita  ● 〇 タイプ３ 

5) Push   ● 〇 タイプ３ 

 

このように、Side と(Side)が及ぼす影響のタイプとし

て、タイプ１～タイプ３まで３種類がある。ここでタ

イプ２は、どちらもフォアハンド系の技術であり、タ

イプ３は、どちらもバックハンド系の技術であること

が、Side と(Side)への応答が逆になっていることの原

因であると考えられる。 

 

2．3 サーブの種類のレシーブ得点率への影響分析 

サーブのタイプ毎に、各レシーブの得点率の頻度分

布を調べた。図 9 に Flick 、Chiquita、Push について、

図 10 に Stop、ドライブ、ミユータについて、全サー

ブ、Side、(Side)、Back のサーブ毎の得点率のヒスト

グラムを示した。 

① Back サーブの影響 

Stop と Push 以外は、Back サーブによって、全サー

ブに比べて 0%のピークが増大し、ほとんど 0%ばかり

になる。例えば Chiquita では、Back サーブに対して

使用率が大幅に下がるが、その中で Chiquita を使用し

た場合の得点率も非常に低くなることがわかる。 

②Side と(Side)サーブの影響の比較 

 Side と(Side)の影響が大きく異なるのは、Push の場

合のみである。この場合、Side では、分布の幅が大き

く広がっているが、(Side)ではほとんど変わらない。こ

れは、これは Side では、Push が成功した場合とそう

でない場合に分かれることを意味する。これは、例え

ば Push をフォアハンドで行う場合とバックハンドで

行う場合に分かれており、それが Push の成功の有無

と結び付いていることが原因かもしれない。 

以上から、サーブの種類のレシーブへの影響は、使

用率、得点率共に、Bach サーブの影響が非常に大きい

ことがわかった。使用率に限っていえば、Side と(Side)

の影響が異なるレシーブも多くあり、それはレシーブ

をフォアハンド、あるいはバックハンドのどちらで行

うかということと関係しているように見えた。得点率

でみれば、Push の場合のみ Side と(Side)の影響が異

なっており、これも同様の原因が考えられた。 

 

4．結論と今後の課題 

 T リーグ女子の 187 試合のデータから、シングルス

選手 38 名毎のサーブとレシーブの統計情報（使用率

と得点率）を抽出し、それをもとにレシーブの特徴分

析を行った。まずレシーブ使用率プロファイルの相関

分析によってサービス得点率の高い選手は勝率が高い、

左利きの選手が多いチームは順位が高いなどの結果が

得られた。また、クラスタリングを行ったところ、各

選手におけるレシーブの特徴やその他の特徴で似た傾

向にある選手を分類することができた。 

次にサーブの種類毎のレシーブの使用率及び得点率の

頻度分布解析を行った結果、以下の結果を得ることが

できた。 

１）各レシーブの使用頻度には、レシーブごとに幅が

ある。レシーブ間で相関があることがわかった。 

２）サーブの種類のレシーブへの影響は、使用率、得

点率共に、Bac サーブの影響が非常に大きく、使用率

では、Side と(Side)の影響が異なるレシーブが多い。 

 今後の課題としては、選手毎の個性の解析、サーブ・

レシーブの試合の状況への依存性の解析、心理的要因

の解析、またラバーによる影響分析などが考えられる。 
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